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西宮市における特定健診・保健指導について

西宮市役所 国民健康保険課 松田有香

西宮市食育・健康づくり

マスコット 「みやちゃん」
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本日の話

西宮市の概要

特定健診の実施状況、未受診者対策

特定保健指導の実施状況、特定保健指導
未実施者対策
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西宮市の概要
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西宮市の概要

（平成２４年９月末現在）

２２．７％国保加入率

１０８，９５１人被保険者数

３４．５％被保険者のうち

６５歳以上割合

４７４，５６７人人口

西宮市観光キャラクター
「みやたん」
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被保険者の年齢構成（2012年9月末現在）

男 女

70～74歳

65～69歳

60～64歳
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  0～ 4歳

0 5,000 10,000
(人)

05,00010,000
(人)



6

特定健診の実施状況、
未受診者対策
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特定健診の実施状況

通年健診施設２か所

年６回地区巡回健診３か所

集団健診

通年市内約２４０ヶ所個別健診

• 自己負担額 ： ０円

• 独自追加項目 ： 貧血、尿酸、血清クレアチニン（ｅ-ＧＦＲ）

各種がん検診と同時実施集団健診

大腸がん検診との同時実施個別健診
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特定健診受診率

49.1%46.3%43.4%46.3%

23年度22年度21年度20年度

６５％目標達成率

受診率推移

65.3%58.8%51.5%
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年代、性別受診状況

•全ての年代において女性の受診率が高い状況

•年代が上がる毎に受診率も上昇している

23年度受診率
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年代性別、健診種別の受診割合

•全ての年代（特に７０代）で個別受診割合が高い。

•男性の人間ドック受診割合が高い

健診種別受診割合
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20～23年度経年対象者の内訳

•20年度～23年度４年連続対象者のうち、23年に
初めて受診した人が4.2%。

•4年連続受診は16.4%。

20年～23年度経年対象者の受診状況

4.2%

17.2%

16.4%

53.1%

9.2%

23年度新規受診

過去１回のみ受診

２～３回受診

４回連続受診

4年連続未受診
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西宮市の全体図

山口地区
塩瀬地区

鳴尾地区

瓦木地区

甲東地区

本庁南地区

本庁北地区
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受診者の状況（地区、男女別）

•本庁南地区、山口地区が男女とも受診率が低い

•塩瀬地区以外では受診率に男女差がある

受診割合
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月別受診者数

・夏と冬に受診率が下がり、３月の駆け込み受診が多い。

月別受診者数
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経年対象者、地区未受診者の状況より

1. ４年間連続未受診者が５割を超えており、対象者ではある
が受診していない者の未受診理由の把握と、新規受診者
の開拓が必要

2.受診履歴から、４年連続受診者は１６．４％と少ないため、
過去に受診歴がある者にも、毎年受診してもらうための工
夫が必要

3.地区により医療機関数や集団健診会場へのアクセス等が
異なっており、地区の実情に合わせた対応が必要

4.受診率が低くなる時期の前に受診勧奨が必要
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特定健診受診券

•４月下旬に一斉発送。受診券と見開き８ページの案内パンフレットを送付。
•案内パンフレットには、委託医療機関一覧や人間ドックの案内も掲載。
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未受診者への受診勧奨（地区版）

• 地区巡回健診の申込開始前に、
未受診者を抽出し、未受診者の
いる世帯へ案内送付。

• 裏面には、健診委託医療機関や
健診施設情報、事業主健診の

結果送付依頼を掲載。
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新規対象者、経年未受診者

•特定健診新規対象者や今まで一度も健診を受けていない未受診者へ
案内送付。

•市では以前誕生月健診を推奨していたこともあり、年２回誕生月で分けて
送付。（健診受診率の落ち込む夏と冬に送付）
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新規対象者、経年未受診者（衛生部門と共同で作成）

•特定保健指導を実施している衛生部門の地域保健課と共同で作成。
•がん検診情報も多く載せてセット検診を推奨している。

•健診未受診者とともに歯周疾患健診の対象となる節目年齢の市民にも送付。
•中面には、がんの検診の説明や受診率の状況を掲載。
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経年受診者

•過去の受診歴を載せた案内文を送付
•３月に健診施設が混み合うことから、早めの受診を勧奨
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その他の取り組み

• 市役所、支所等の待合
スペースにナレーションを

つけたモニター広告を設
置し、他の市政情報と共
に案内している。

• 今年度より、サンテレビの
まちナビに掲載。
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特定保健指導の実施状況、
特定保健指導未実施者対策
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特定保健指導実施率

89.1%84.0%96.0%98.0%
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特定保健指導の実施状況

動機付け支援の利用率・実施率
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• 積極的支援に比べ
西宮市医師会に一部委託

している動機付け支援の

実施率が高い。

• 動機付け支援については、
年齢とともに利用率、

実施率が上がっており、

働き盛りの40～50代男性
は低い状況である。

積極的支援の利用率・実施率
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特定保健指導未実施者への取り組み１

• 特定保健指導対象者へは、個別医療機関受診者以外には事前に案
内文を送付し、担当者より電話にて保健指導の勧奨をしている。

人間ドック
受診者用



26

特定保健指導未実施者への取り組み２

• 今年度特定保健指導を担当している地域保健課が
毎年保健指導拒否者を中心に保健指導実施率向上のため

パンフレットを作成。
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パンフレットの中面

• 中面には、実際に保健指導を受けた方の
体重や検査結果等の変化やコメント等も記載。
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まとめ

• 特定健診、特定保健指導ともに目標にはまだ遠く、今後も
実施率向上のための取り組みが求められる。

• 無関心者だけでなく、他市や委託外の医療機関通院者に
健診を活用してもらえるような対策、事業主健診、指定機
関以外のドック受診者等の把握も必要である。

• 特定健診を１年に１回必ず受けてもらえるようなリピーター
確保も受診率向上の鍵になっている。

• 毎年保健指導対象者への対策、数値は改善しているが対
象から除外されない方への保健指導が課題である


